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＜ Open field 試験＞
　Open field の大きさは，縦45cm× 横45cm× 高
さ42cm である。この空間におけるラットの移動距








































Ａ：高架式十字迷路を３区画（Open arm ／ Closed arm ／ Center）に設定した。
Ｂ：ラットが実際に移動した軌跡の一例を示す。





























































































＊ P<0.05，＊＊＊ P<0.001 vs.「ストレス前」（Ｃ群），# P<0.05 vs.「ストレス前」（Ｓ群），†P<0.05Ｃ群




















































































































図５　Open field を３区画（Corner ／ Side ／ Center）に分けた場合の「ストレス前」，「ストレス１回目」，
「ストレス２回目」におけるＣ群，Ｓ群，Ａ群の各移動距離の実測値（Ａ～Ｃ）と，「ストレス前」を
基準とした変化値（Ｄ～Ｆ）
Ａ：Corner における移動距離の実測値。Ｂ：Side における移動距離の実測値。Ｃ：Center における移動距
離の実測値。Ｄ：Corner における移動距離の変化値。Ｅ：Side における移動距離の変化値。Ｆ：Center に
おける移動距離の変化値。
＊ P<0.05，＊＊＊ P<0.001 vs.「ストレス前」（Ｃ群），### P<0.001 vs.「ストレス前」（Ｓ群），§§ 
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図７　高架式十字迷路を３区画（Open arm ／ Closed arm ／ Center）に分けた場合の「ストレス前」，「ス
トレス１回目」，「ストレス２回目」におけるＣ群，Ｓ群，Ａ群の各移動距離の実測値（Ａ～Ｃ）と，
「ストレス前」を基準とした変化値（Ｄ～Ｆ）
Ａ：Open arm における移動距離の実測値。Ｂ：Closed arm における移動距離の実測値。Ｃ：Center にお
ける移動距離の実測値。Ｄ：Open arm における移動距離の変化値。Ｅ：Closed arm における移動距離の
変化値。Ｆ：Center における移動距離の変化値。
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のある Closed arm により多く滞在したと考えられ
る。つまり，“接触走行：thigmotaxis” という行動
パターンを示す20）。これは，Open field 試験におい
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さらに詳しいストレス応答の機序が見えてくるかも
しれない。
副腎摘出がストレス負荷ラットの行動に与える影響
